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                   ＰＣ橋架設における足場について（通知）

  ＰＣ橋架設における足場のためインサート等を主桁へ埋め込むことは、
塩害及び応力集中等の問題があるので、業界に対して中止するよう指導が
されているところですが、施工困難箇所等一部については、別添のとおり
インサート（ファインセラミックインサートを含む）の使用は可能である
ので通知します。
（別添省略）
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全面防護足場
  １．下段足場には足場板合板１＝２８ｍｍ（又は強度が同等品以上のもの）を全面に敷設する。
  ２．朝顔部分及び桁の上縁まで型枠用秣板１＝１２ｍｍ（又は強度が同等品以上のもの）を取付ける。
  ３．耳桁外側上フランジ及び主桁拡巾部については、インサート方式を標準とし、
    穴あけ方式も可能である。（図－１，２参照）
      なお、“かぶり”部分の処理については図－３を参考とする。



一般部標準足場
  １．下段足場には、桁間に通路として足場板合板１＝２８ｍｍ（又は強度が同等品以上
    のもの）を２枚敷設し、その背面の下段足場全面に安全ネットφ４～５ｍｍを取付ける。
  ２．耳桁外側上フランジ及び主桁拡巾部については、インサート方式を標準とし、
      穴あけ方式も可能である。（図－１，２参照）
      なお、“かぶり”部分の処理については図－３を参考とする。

吊足場参考図（インサート方式耳桁及び拡巾部）



注）穴径は３０ｍｍ以下とする。

型枠固定用インサート参考図

地覆型枠固定用及び耳桁端部横桁の型枠固定用としてインサートを用いても良い。
但し地覆部については吊足場のインサート部と同じ処理を行い、耳桁端部横桁
についてはインサートを横桁内に埋め込むものとする。

注）必要かぶりについては道路橋の塩害対策指針（案）参照のこと






